
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（上伊那地域） 

平成 29 年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 

事業名 まずはきれいに“美しい村づくり”事業 

事業主体 

（連絡先） 

中川村 

（総務課企画広報係 88-3001） 

事業区分 (5) 環境保全、景観形成に関する事業 

(1) 地域協働の推進に関する事業 

事業タイプ ソフト・ハード 

総事業費 5,554,311円（うち支援金：2,425,000円） 

① 住民協働の景観保全 

② 美しい村づくりを未来へ継承 

※自己評価【B】 

【理由】 

 支援金の活用により、村内の景

観づくりが住民と協働して行われ

た。また美しい村づくりに対する

住民の理解が深まった。 

【美しい村づくり講演会】 

 

【目標・ねらい】 

 

 ガードパイプの塗り替えや警戒標識の更新、路面標

示、不法投棄抑止看板の更新により、今まで白色や老

朽化で景観を損ねていたガードレール、看板等が減

り、美しい村にふさわしい景観にすることができた。 

 また、美しい村づくり講演会の開催により、住民の

意識も高めることができ、今後美しい村づくりがより

活発になることが期待される。 

中川村は、NPO法人「日本で最も美しい村」連合に
平成 20（2008）年 10月に加盟し、全国の加盟町村と
ともに美しい村づくりの活動を進めている。また、村
第５次総合計画基本構想では、『一人ひとりの元気が
活きる美しい村“なかがわ“』を村の将来像として掲
げている。“美しい村づくり”を一つのキーワードに、
村民が一体となって村の美しい自然環境、伝統文化な
ど地域の資源・財産を大切にする活動を進めている。 
平成 29 年度は、住民ボランティアによる坂戸橋周

辺の景観保全や、美しい村づくり講演会の開催、道路

警戒標識や不法投棄抑制看板の更新、“なかがわ美し

隊”による村内の景観保全などを行った。 

来年度も美しい村づくりを住民と協働して継続し、より多くの住民の参加を促すことで、美し

い村の自然環境や伝統文化など地域の資源・財産を将来に引き継いでいく活動を広めていく。 


